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代表的な便益では、利用者コストと環境負荷コストが考えられ、道

 路舗装の劣化（例えば；凹凸のあるわだち掘れ、通行規制、道路閉

 鎖）に伴う損失の例として、
1）利用者コスト…自動車(タイヤ、クラッチ板、スプリングなど)、

燃料消費量、時間損失
2）環境負荷コスト…走行損失、現道(高速道)と迂回道(一般道)の

走行時のCO2

 

排出量の差
このように、社会的経済損失という観点で便益損失を捉えると、維

 持補修行うことの妥当性が一般的に理解されるものと思われる。
１１



１２



(繰り返すが）アセットマネジメントにおいては、維持・補修・更新

 のルール化において重要な検討課題となるのは、構造物の性能低下

 過程と、それに付随した性能回復のための社会的経済損失との関連

 付けである。性能低下によって行う補修費と同時にその妥当性を示

 す利用者に関わる社会経済的な損失を明示することが必要である。

 （以上）
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